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シーボルト・コレクション（文献〉’の現状

一オランダ・イギリス。フランス

田邊由太郎

　　　　　’は　じ　め　に

　1980年8月18目～21日，コペンハーゲン

で開催された第40回FID会議終了後，私

は特命にまりシーボルト・コレクションの

現状調査のため，オランダのライデン，Pt

シドン，パリを訪れた6その際関係機関で

得たシーボルト将来の日本文献の現状およ『

び関連情報を報告し，・ご参考に供したい。

’↑．　フランツ・．フォン・・■S一ボルト

　1823（文政P）年・s蘭領東インド総督へ．

の希望表明がかなえられ，日本在勤を命じ

られたシーボルトは，出島のオランダ商館

医官として同年8月長崎に着いた。27歳の

時である。

　出島に着任したシーボルトは，任務のか

たわら，目遣の医師，通詞たちにオランダ

語による博物学，医学の講義を行い，同時

に，自らの植物学研究によって念願の日本

研究を開始レ，翌年には，長崎に鳴滝塾を

開設した。

　1826（文政．9』〉年，商館長に従い江戸参

’府旅行を行い，旅先での日本人，日本社会，

との接触により，．多くの研究材料を入手し

たが，かねて強い関心のあった地理，地

誌，本草学，日本語，日本史等の文献，日『

本各地の地図，その他民族研究資料て風俗

画；衣・食・住の什器その他）も多数入手

した。

　1828（文政11）年，』所謂ジーボルト事件

発生，高橋作左衛門景保とともにシーボル

トも取調べを受け，・．翌年春には景保が獄死

し・シーボ・巧自身も秋にO＊判決（御構）

を受け，年末，長崎から日本を去った。

　　　（シーオシレト事件とは1828年9月，日

　　本から帰国しようとしたシー’ボルトの

　　乗船が暴風雨のため長崎港外で坐礁

　　し，積荷の中から国外持出しを禁じら

　　れていた地図が発見されて罪に問わ

　　れ，関係した多数の日本人も同罪に問’

　　われた事件である。，

　　　なお，その際，高橋作左衛門がシー

　　ボル｝興贈った地図の中に伊能忠敬の

　　倉本沿海分間馬があ6たが，本図は帝

　　国図書館を経て現在国立国会図書館の

　　所蔵に帰しており，昭和55年8月～9

　　，月の『日本の地図展』に展示公開され

　　牟ものであるといわれている）

　1858（安政5）年，シーボルトは出島商

館を通じ再度の訪日の意向を表明し，幕府

はシーボルトの入国禁止を解除した。　’

1859年8月，シーボルトは長男アレクサ＝ソ

ダーとともに長崎に着いた。

　1861（文久元）年，幕府の招きを受け

，長崎を出航，横浜港に着き，江戸の赤羽接

遇所（東麻布1丁目）に入った。参府のた’

め江戸べ出てから35年経っr（，いた。外国奉

行の依頼により，医師）’ 藻ｹに諸学を教授

した。伺判司，江戸を退き横浜に移り，．．
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1862（文久2）年春には長崎から目本を去

った。　（文献1）

・この第2珠滞日の際にも日本研究のため

の資料収集を続け，第1次滞日時を上回る

文献をヨ　一一　・・。パへ持帰った。

2．1：1．’オランダ，ライデ；；・市のシーボ

　ルト・：コレクション’

　シドボルトが二本から送った諸資料は，

何らかの事情で，当初（1830年）ベルギー

のアントワープ，ブリュッセル，ガンの各

鞄に分置きれたが，オランダ政府ほシーボ

ル，トにオランダに持帰る零う委任し，同年

10月ライデンに搬入されたが，ガンに行ら

たものは1841年に漸く戻ったという。（文

献2）

　1831年にオランダ政府はシーボルト・コ

レクシ。シの国家による購入を決定した

が，，・直ちには実施せず，1837年7月のシー・

ボルトの国王に対する請願をうけ漸く受入’

，評価の委員会を設置し，’評価額58，500フ

ルデン（12，000フルデンは前払い）の4年

分割払い案を提示，シ「ボルトの同意によ

り国めものとなることが決定した。シーボ

ルトはその際i，自らのコレグション塗i基礎

に，地誌・民族学博物館の設立を要望した

がジこの要望は直ちには実現せず，当面は

シーボルトがライデンに到着して以来陳列

公開していた自宅が，引続いで保管公開の

場所となった。（文献2）

2．1．2．　目録の編さん刊行

　1845年，’シーボルトは助手ヨハン・ヨゼ

フ・ホフマン，郭成章の協力を得て，『ライ

デンにあった彼自身の将来目減文献に，当

時ハーグの軍立博：物館にあった，もとの出

島商館長ヨハン・コック・ブPムホろ同

副館長ファン・オーフェルメール・，フイ。

シャーの収集文献を加え，目本図書目録を

編さんした。

　　Catalogus　li，brorum　et　manuscripto－

　rum　japonicorirm　a　Ph．　Fr．　de　Siebold

　collectorum，　annexa　enumeratione　illo－

　rum，　qui　in　Museo　Regio　Hagano

　Servantur．　Leiden　1845．

　　　　〔当館請求記号　015．　52－S716〕

がζれである。この目録記載文献の部門別

（原分類），収集者別の内訳は以下ゐ通りで

ある。・
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　、なお・目録Q一一一連番号は594で終って

いるが，9タイトルの枝番号があり，

603タイトルとなる。　この中には，さら

に重出されたものもあり，ブPムホフ，』

フィッシャー Q両1tレクションと重複す

るもg）2点がある。、

　また，1845年に刊行したこの目録k先

ん．じ，1831年にアムステルダムで作成ざ

れた手書ぎの晦が，国立雌博物館に

あり，1980年8月法政大学大森実薮授が

これを写真撮影され，日本に持帰られた

由で，その調査結果ρ発表が待たれる。



　　　2．1．3．∴国立民族博物館とライデン大学・　　　tlいのでJ．詳細な比較検討が必要と考えら

　　　　シーボルトめ念願ががない，’国立民族博　　　一れる。しかし，ブリルの目録を国立国会

　　　、物館〈RijksmuSeum　vodr　Volkenkunde＞tt　　　図書館では所蔵tくていないのでこの問題

　　　鍛盤泌とともに，1シーボルト1・妙．　ζつい吟瞬晧できないのは灘であ
　　　クショ、ンは民族学資料と文献資料のすべて　　　　る。他日を期したヤ・。

　　　が移されたが」’その際学術研究半の見二一　　’、　『’．

　　　から，文献資料については，その約3分の　：一t2．1・．5．保存の状況

　　　2がライデン大学に移され，同大学図書館　　　　民族博物館所蔵のシ門ボルト・コレクシ

　　　た収蔵ざれた。’すなわち，図譜図解，雛形，’　　・ヨyは，他の日本文献とともに，目本部の

　　　・図録，絵画書，画集，木版画等はほぼ全面　　　資料室・（2階）のズラス戸棚に一括三三さ

　　　的に果族博物館に優先的に移され，て自然科　　　乳ている。革装丁を施したものとオランダ

　　　学，医学・薬学，高卑，地理をばじめ，学術　　　式秩に収納したものとがある。・

・　　　的文献地図はライデン大学に移された。．．　　　大学図書館所蔵分は東洋写本部が所管

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し，・同部所管書庫に収納している。革装ジ』

　　　2．1．4．・合同月録の編さん　・，　’一　　　秩は民族博物館：と同様である。ただし・，地

　　　　i896rp，蹴民嵩物館の委嘱綬け，，　図に少ては・同館地図部の所管となって

　　　年J・ブリルが同館とラィデγ大学図書館　　　いる。

　　　臓㊧日置諏勲銅瞬をアラシ瘤、．瞭も翠柳保存状態魎羅刹で
　　　で編さんtた．両館の臓鍋シー1；s“ル　あ・り；湿度が低唾め虫餌こよる損傷as

　　　　S’・．　＝vクシ。窺この中にすべ諏載さ　殆んξなζ曝解よる色彩の変化も日本’

　　　れている6両館では，この冊子目録たシー　　．　に比較レて少ない。．先群民族博物鯨所蔵，

t轟｝・∴レクシ。’・・／の表示およびそれ　の灘絵が躰で開かれ罎覧会贈品さ

　　　ぞれめ所蔵を明示して閲覧利用に供してい　　・れたととがあり・その保存の良さで評判vry

　　　lるが，とζに犬学図書館ゐ目録にぽ両氏の．1　なうた由である。　i・　・．J

　　　所蔵状況が講され廊り，・柵上便利で∫．また・鹸・倣院本を求あ℃・大学

　　　韻、約i，3qρダイト廠照れてし・る。　図書館を訪れる躰から醐堺町なく’、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ないとのととである。　　　　t，・’　Brill，　E．工：』Bibliothbque　japopaise

　　　　　　librairie　e‡imprimerie．，Catalogge　’　　　　　一　’　　．　　　・『，　　　　．

　　　　／t＿rai・・噸dβ・、　li・・e就d・・m・nus一．．2・2・・1・朽ン姻申研ける他の臓

　　　　　　，1　CFiptS　japonaise　enregistr6s　de　　　．機関の所在および新規資料の発見の可’

　　　　　　1’9・；・・r・lt6　d・L・yd・・’．・P・T　l・D・コ　倒生について

　　　　　　レ・Serr叫i6ピdirecteuf　du　mus66　　　この質問に対する関係者り回答は次の通

　　　　　　national　d’ethnogrqP，hie　9φn6ra16　　　りであっtg。、・

　　　　　　．Leyde・1896・’tt　　　．　tt　t　　∴　O、ライデン大学図書館東洋写本部，　J・・

　　　　　なお，こあ‘目録と．i845年シ」ボルト自＼、’　．J・ヴイヅトカム氏

　　　　・身の編さんしtg目録との異同，大学側と　　ttド「犬学函書館・，民族博物館以外に当該文

　　　　面面側論拠て臓しかるとする　献を臓す磯関があると購えら漁
　　　　　もめの実態等についてぽ問題なしとしな　　　tt，いし，・また現在以上め資料が発見される’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　28　一　’”　



　とも考えられない。ただし；デン・ハーグ．

，の国立文書館（Alg6meeh　Rijksarehief）

にはシTボルト文書が保存されているの

　で，この文書の中には未公開あるいは未．

、発見のものがあるかも知れないが」

Q　国立民：族博物館目本義二二管理者A・－・

　　H・クリーガー氏

　「2館以外に文献所蔵機関はないρ今後

　も新規に発見される可能催は最早あるま

　い」　・

○　テイデン大学日本研究所ブート教授

　「まとまったものが何処かで発見される

可能性はもうなかろうが，断片的なもの

　が発見されることがないとは断言できま．

　い」‘

2．2．2i・国立文書館のシ門ボルト関係文

　書

　呉秀三rジーボルト先生其生涯及功

業』以来，相当塑のシ・…一ボルト関係文書が

発掘，採録されているが，未発掘文書もな

お残されていると考えられる。今回は目程

の制約℃調査できなかったが，ハLグの国

立文書館所蔵のシーギルト文書についてば「’

周到な準備の下に，十分な時間をかけ調査

する必要があると考えられる。当然，オラ

シダ語，ドイツ語による文書が多い筈であJ

るが。『

2：2．3．　目本人門弟がシーボルトに提出

　・したオランダ語レポートの行方

　シーボルトが第ユ次の滞日中，出島，長

崎で日本人弟子達にオランダ語，医学の講ジ

義を行った際，オランダ語でレ・ボー一｝を提

．出させたが，シーボルトがこのレポートを

持帰り，著作に活用した後は1ベルリンの日

本研究所（Japan　．lnstitut）に保管されてい

た。しかし，第2次大戦後のドイツ占領に

際し，』このレポー・ト等も米三軍とソ連軍に．

分割管理された。米出軍の管理下にあった

も・のに占領終了後返還され，現在はボッツ

ム（Bochum）のルL大学くRuhr　Unive玲

itat）に移されており！同大学のフリー÷ゼ博

士（Dr．　Friese）がこの文献に明るいとの

ことである。・なお，ソ連軍の管理下にあっ

たものはレニングラードに移されたとの情

報がある。（ライデシ大学ブ・一・一ト教授談）

　（付）　シーボルトが弟子達に提出させた

　「ンポートの一部は1935年にシーボル手

　　資料展覧会が東京で開催された際ベル

　　リンの日本研究所から借受け，展示会’

　’終了後フォトシ逓タットを作成した。’

　、（文獣3，4）　この写真版は現在東洋文

　　庫が所蔵している。ベルリンにあった一

　　原本が分散されている現在，写真版の

　’果す役割は大きいものと考えられる。．

3．1．英国図書館所蔵のシーボルト・ii

　レクショ，ン　　　　　　　　　　t

　英国図書館はすぐれた目本文献コtzクシ

ョンを持っていることで著名であるが，そ

の中に「2つの重要なコレクジョンがある。．1．

シーボルト・コレクションとアーネス5サ

トウ・コレクションである。、これらは何れ

も参考図書館（Reference：Library）の東洋

写本刊本部（Div．¢車e．oriental　Manu．

scripts　and　printed　books）の所管の下にあ

1る。《1980年現在，戸部はβritish　Mus6um

の建物内にあるが，一部は既に別館に移転

しており，近く全面的な同部の移転が予定

されている由である。）

　このシーボルト・コレクションは，父フ

ランツ・フォン・』シーボルトが1866年ミュ

ンヘンで没した後，長子アVクサンダー・

シーボルトがBritish　Museumに売却し

た目白文献であQ，．ζのコレクシ、ヨンはシ

”．
@29．　，一



一ボルト第2次滞日時に収集した文献を中・

心とする。すなわち，1，088タイトル3，’441「．

冊のうち43タイDレ、199冊が第1次滞日時
1．

ﾟものであり，1，045タイトル3，242冊が第

2次滞目時に収集されたものであるどされ

ているρ（文献5）tt

　撃ritisL　Museumの日本語コレクショ「ン

の中から・，シーボルF・．gv』クションを特定

．，すう「ことができたのは最渾のζとであ為9、

　叡年前，子ウェ」デン薫出隅書鯖で著名

な日本盲ンクジゴ、ンであるノルデルシェル

ド（Nρrdenski61d）のゴレク』ショ’シ再整理

中に・「蔵書目録」とだけ書いた日本語の目・

録が発早されe・そり中に鉛筆書ぎでPt　yド

ンの目本図書館の目録と記入してあるのを

早て・B・i・i・h耳b・a・yのシーボ・レドコ

ンクションの目録ではないかとの疑問が生tt

じ，旧館から東洋写本刊本蔀に問合せがあ

り；照合の結果シーボルト・コVクシ・ン

．であることが判明しだという。（文献5）

　　’RbsfiY，，　Leon’de：　Catalogue　de　la

　　　bibliotheque　japonaise　de　Nbrden－

　　　ski61d．　1883．・

　　　　　〔当館請求記号　017．1－S864c、〕∵

3：2．tt　目録【こつL、』で．

　1898年，British　Museumは日本文献の一

所蔵目録を編さん刊行し牟6∫i英国函書館の

．所蔵するシーボルトニコレクションぽdの

．中に採録されている6この目録は著考別目

録として編さ．るされており；書名索引，主1

・題索引が付されている。しかしコレクショ・

ン名の記入はないので，．シーボルトう：レ

クジョンの抽出はできない。・前掲のノルデ

ンシェルド・コ「レクション中の「蔵：書目録

」r ﾆの照合によって繍むねは確認できる

が，、シごボルト・・ゴンクションと．特定する

決め手は，原資料に押印された1868年「7月，

22日付の受入印である。．

　　Douglas，　Robert・　Kenneway：　Cata－

　　　logue　of　Japanese　printed　books

　　　and　・manuscripts　in　the　Libra．ry　of

　　　the　British　Museurri．　London，

　　　1898．・

　　　　　　　　　〔当館請求記号　Sd－7）

　なお，シーボルト・コレ’クション目録：の

綿さんについ煉臨本刊本部のケネ．x　t

ガードナー次長は次のように語っている。’

　　「シーギ恥・・レクシ・．湘録の編さ

　んは英国図書館め課題であるが，現在は

　未定である。なお，計画されるとすれ’

　ば，．ア…一ネス下・サトウのコレクション

　』との優先順位力澗踵となる。私見である

　．が，三訂学的にはサトウ・コレクション

　・の方がより重要である」　’　．’　L

3．3．管理，保存状況について

　一英国図書館のシーボルト・コレクション

の中には，123点の写本があるが，これら

は貴重資料の指定を受け，東洋写本刊本部

で所管している。またe．多数の単図もある．

が1．そみ所管は．Map　Divisionである。

　‘なお，版本のうちの約3分の1について1

は藤田喜六氏の依頼によって作成したマイ

クロフィτルみのネガを所蔵している由であ

る。ただし，写本については未だ；e’イクPt

ラィルムを作成し旧いないとみことであ

る。

　書庫内立入りの許可を得で個別に当った』

状浬から，英国図書館のセレクションも，

オランダ同様，極めg．良好であるb虫食

い，退色汚損は少ない。革装ζより製本

してあり，』冊数は，1原本とは大幅に変化し

．ていること．もオランダと同檬である。排架

’1ま他の『レク．ショ「ン本等と混架、されでお、

り，外見上シーボルド・コンクショシを判
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断ずる手段はなし｝。な事，日本人研究者が

訪英し，日本文献の研究を行うごとは周知

の通りであり，シーボルト・コレクション

もその資料源の一つとなっている。

4．1．フランス国立図書館のシーボルト・

　コレクションー受入経過．

　シ・一階ルFが第1次滞日時に収集した日

本文敵めt部は，日本研究の進展のたあ，

ウィーヒの帝室函書館，パリめ王立図書館

計ったと・・うことPl・．・845年禰ん呪

掲目録（2・1・2・参照）めシーボィレト自身の

緒言（日本語訳）に記されている。フラシ

冬国立図書館が所蔵するの1ま，ζの同国主

立図書館に贈6たとされている．もめであ

る。

　ところが，伺館側の記録によると’1843年

10月、1白に，シーボルトから34点89冊め院

本文献を3，gO6フラシ℃購入したとなって’

いる（同三三洋弓本部小杉恵子司書あ調査

による）q・

　　・．この件に？いて帰国後シーボルト編さ

　んの目録に当ると・ラテ，ン語による緒言tt

　のそめ部分は次のよう、になっている。「

　　　Exeinplaria　autem　quae　superf一．

　　，uerg，　quosque　．hactenusi　e　Japohia’．’

　　ac　alicunde　nobis・　comparavimu’s

　　libros　ac　codices．manuscriptos，　par－

　　tim　in　Bibliotheca　linperiali　Vienna．e

　partipa．’in　Bibliotheca　Regia　Parisiis　’

　　deposiuimus．

　　（訳文）日本或いは其の他め武烈め

　　　た無数の書籍聾に写本ρ残部は，「一

　　部は．7ヰーン帝室図書館に，一蔀は

　　　巴里め王立図書飾こ贈った。

、・∫d・p…im・瞬d・p・n・’の三三であ‘

’り，』「委せた」昂るいは「委ねた」の意

であり，直ちに贈与の意にはならない。

　念のため，牙ランダ政府に寄贈したとさ．

　れている部分の原文をあげると次みよう

　になっている。

　　　Et　nos　quoque，　quantum　potuimus，

　　0peram　dedimus？　co，1！egimusque　525

　　’opera　in．septem　annorum　decursu’，

　　（1823－1830）　quos　in　illis　regionibus　．

　　transegimus，　opanique　Republicae

　　．BataVae　［ggtSSig！！ssimys，　ut　erigatur　lite一

　　．・a・um　Jap・ni…utn　m・nu血・n．t・pa．

　　（訳文）　自分も出来るだけop努力を払

　　　って配本に滞在レて居った七年の間

　　　tlt（1823～1830）五百二十五冊の書

　　　籍を集めて之をオランダ国に寄贈し

　　　蚕
・．』 モ?唐悼ﾁusは’cedoの過去形であり，‘、

、「譲渡した」の意であり，こ．れも寄贈し

　たの灘…℃はない。・

　以上で見る限り，1フランス王立図書館は

「シーボルトから購入し受入れたも．のである

、ことは間違いな匝ようである6

’4．’ Q．　コレクショ．ン6内容

　前出小杉司書のこ娃意により，図書原簿

を拝見できたQで，，その書名をメモし1書

庫内で資料と照合した。そのリストは以下

の通gである。．なお，これらには1843年10

月1日付の受入印め押印があ．る。

画架
番号

一31・遍

297

298

’301

302

．救荒（本艸）野卑　明　王夕明，

　銚可成　京都　白松堂’文化6

（180g）　・．’　o
古今立華手引草　京都　文化6

　（1809）

渓斎浮世絵繭譜（英泉）　尾張　東

　壁回

書本野山草法橋保国’大坂文
　イヒ3　　（1806）



“303

305

306

・307

309

・　314

318

319

323

’324

326　．

．327

328

329

330

i331

332

333

334

335　’

336

337

江戸ハルマ（手稿本）寛政8厄

　（1796）ユ0回忌ltt・一t』・110「

山海名産照会　木邨孔恭・大坂．

　高木遷喬堂寛政11（1799）

　　　　　　　　　　　　　o

大和本草諸品図，貝原輩軒　京都

　洛陽書林伏興軒、正徳『
　’（1715）

物品識名tt永谷豊文　三冠．文化，

　6　（1809）

三宝手引節用集大全＝京都　文化

　11（181’4’）　’　’　’　’　v

和漢帝王年表．信陽太宰純（信陽

　定保）’、須原屋茂兵衛’宝暦5

　（1755）

万徳雑書三世相

榮衛中経理　石坂宗哲　三州園

　文政8（1825），’・ρ
倭節用悉弓袋増三

三海道中墨栗毛十返舎一九’ ﾘ
　攻河内屋：文化6（1809）
藻塩草（蝦夷方言部分》　上原熊次・

　郎寛政4（1792）層，

三吟開口新語，岡白駒　大坂・風

　月堂　寛延4（1751）、

．百人一首

女訓玉文庫　大坂　岡田，小林，・

　’杉岡一文政9（1826）

名家画譜　丹羽桃渓、尾張　四壁

　堂・文イリi2（1815）

万象廓吾等　鶯邨　江戸・和泉屋

　文化14（1317＞tt

光琳百図尾形光琳　江戸　文政

　9（1826）　・　，．　’i’　o

草花四脚式’意斎　江戸　文政8

　（1825）

女訓主文庫＝寛政12（1800）’

初心柱立　大坂：寛政6（1794）

　絵本写生獣図画2冊のうちρ
意三三画　二形憩斎、2回忌尾張

　　　　　　　　　　　　　．o

＝筆画譜北斎　尾張　文政6・

338

・339．

340

341’　．

342

　（1823）　’

北渓漫画1尾張永楽屋ttt．，；一Q

契情草履打東西庵南北（柳川重
1信の絵）來政5・（・1822）

和漢三才図会105巻大坂．寺
，．島良安

繭（オラγダ語辞書）’文化101is』

　13＞13冊「
Bereneer．de　一cataloguS　van　eine

　．，・fraaije’verzammaling　japqnis一

　’che　voorwerfren．　，（Catalogue－

　d’une　collection　de　livre　jap－

　onai・se）　Batavia，　1829r

　　　　　　　　　（1986．9．5調査）

これら眸所蘇のシーず暦・留ク’シ・

vン本についての目録あるいぼ紹介記事

は，事前調査中に見かけていないので今回’

の調査記録が最初のものかもしれない。’旧

館側でも初めて調査したらしい様子であっ

た。．

　まか，この調査によって筆墨した31点中

ライデン所在の資料と重複：するものは9点

である。（各記入の末尾に○印を付した）

4．3．保存状況
　保存については，オランダ，イギリスの

場合と向様革装の製本がされs極めて良好

である。だだし，製本時にか，表装を外

し，表題紙，奥付のなくなっているものも

見られる。’虫食いによる破損のないことも

『オランダ，イギリスと同様である。冊数が．

・当初のもめと変っているζとも．同様であ

る。

5．　調査を終えて’

　．3力国におけるシーボルト・．コYクショ

ンの現況について調査した結果は上記の通

りであるが，調査に当って得た若干め所感

を記して結びといたしたい。．
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5．1．保存について

①図書の保存については，温・湿度の

　　低いヨーPッパ中・北部諸国の環境条

　　件は日本におけるよりも遙かに良好で

　　ある。虫食いによる損傷も殆んど発生

　　しない。

’②利用頻度についfは，日本国内の公

　　共機関所蔵のものに比較し，当然のこ

　　とながら少ないし，消耗の機会は殆ん

　　どない。．

　③．書庫管理，製本等についても，・伝統

　　的な手厚い管理方式に従って処理され

　　てiおり，貴重書もしくはそれに準ずる

　　扱いを受けているものも多い。

　④、最：近，欧米の大図書館では紙の酸化

　　による消耗問題に悩まされているが，

　　洋紙にくらべ和紙という繊維眺め多い

　　上質な紙を使用した江戸時代の図書の

　　材質の条件は遙かに有利であり，長期

　　の保存に耐えられると考えられる。

　以上の諸条件からみれば，シーボルト・

コレクションを含む日「本文献保存上の問題

には，何らの危ぐを懐く必要はない。この

三界機関における手厚い管理には心から

感謝いたしたい。

5．2．　日本人研究者による利用

　日本の研究者は2つの立場でシーボル

ト・コヒクションに接する。第1は言うま

．でもなく；日本の学術・文化に多大め影響

を与えたジーボル下自身の研究に当たるも

のである。第2はシーボルト・コレ’クショ

ン中の学術研究上の価値高い文献を利用1し

て自身のテーマに基づく研究に当るもので

ある。他の外国入によるコレクシ．ンの場

：三三，その殆んどが第2の場合であるが，

シーボルトの場合はこれと異る点に特色が

一ある。

　その何れであるかを問わず，日本人研究

者で在外日本文献利用のため海外を訪れる

者は非常に多い。私の短い滞在中にもテイ

デン，Pンドン，パリー（3～5目宛）の各

地で10指に余る日本人研究者に出会った。

中には累次の訪問によって東洋部門の担当、

者と密切な関係を結ぶ人々も出ている。こ

のタうな形でop学術面での人的交流はまこ

とに喜ばしいことではあるが，多数の人々

に文献利用の機会の提供をはかるべき図書

館の立場からは，考えるべき問題があるこ

とはいうまでもない。

5．3．海外の日本文献：コレクションに対

　する対応策

　今回の調査に関連し，シーボル’5・コレ

クションのぽか，西欧諸国にある幾つかの

目本文献コレクシ。ンに行き当たった。

　ブPムホフ・ti　Vクションく出島商館

　　瓦心底ンダ）　　　・

　フィッシャー・コレクション（出島商館

　　副館長，オランダ）

　ッィッッィング・コレクション（オラン

　　ダ商館長）

　ノルデンシェルド・コレクション（地理

　　学者，探検家，．スウェ「デン）

　サトウrゴレクション（外交官，！ギリ

　　ス）・

等のコレクションがそれである。これに，

ケンペル以降の日本研究家が西欧に持ち帰・

．つたものを加えると，何千，何万かの二本

；文麟炉将来されていることが考えられる。層

　文献の交流は国際文化交流の最も基礎的

手段であり，喜ぶべきことは言うまでもな・

い。しかし，ここで考えるべき大きな問題

がある。言うまでもなく，世界にただ一本

しかない手稿本や，日本国内においてはす

でに散保し，公開の場所で利用する方法の
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なく奉らている文献が海外機関にのみ存在

するζと，、さらに国内所蔵機関において破

揖，退色等の起っている文献の善本が海外

に多く保存されてVこるというととである，．

、、こQ問題について先ず考えるべきことゴ

は，海外の主要図書館等に収蔵されている

日本文献の全体像を把記することである。

そのための最良の方法は総合目録の編さん

である。もっとも，・その際，朋治以降の文・

献については除外して考えられるだろう

が，それにしてもこのことは言うべくして

行」うことの難しい問題であり，、海外：実地調

査を含めた経費と労力は膨大なるものとな

ることカ1想像されttる・’比較麟易な琳．

は，何らかの冊子目録のあるコレクシ・ン

あるいは限痒し準図書館の目録から孫引に’

タつ1作成する方法ちあるがより簡便：な方

法としでは，主要な冊子目録の総合的書名

索引を編さんすること寮考えられる。

しかし禄終面目議す徳ζとは・・目

本甲内において細面の利軍不可能な文黙に

ついgマークP写真等による複製版を入

手するζとである。もちろん，多大φ経費

と数多くの労力と長い年月とを要求される

ζとではあるが，何時か実現．1　tsくてはな

らない課題であろう。

　当面め調査課題，シやボルト・コンクシ

ゴンについても，これらの基礎的文献整備

の作業の上に立づて，零り深い調査力縫め

られることが期待されると思う。

文献

　1　大森実編：「シーボルト関係年表」（緒方

　　富雄旧著『シーボルト「目本」の研究と解

　　説』講談社1977所収）

　2　ハンス・ケルナー著，竹内精一訳：『シ

　　ーボルト父子伝』　創造社　1974

　3日独文化協会編：rシーボルト研究』岩
　　波書店　昭和13年　　・

　4　・シーボルト文献研究室綿ir三三多文献
　　三三』　11冊　同研究室　昭和11年　（ee11

　　冊に解説及び門人文献目録あり）

　5　Yu－Ying　Brown：　The　V6ri　’Siebold

　　collection　fr’orn　Toktigawa　Japan．　in

　　British　Librar￥Journal．・．Vol．　I　No．ユ，

　　Vol．　II，　No．　2

（付記　本稿執筆後，今回の調査について

当初よりご指導いただいた緒方富雄i先生

のおすすめにまり，1981年1月17日（土）

蘭学資料三訂会で報告ずる機会を与えら

れた。『 Lして感謝の微意とさせていただ

．ぎたい。）

　　（たなべ・よしたろう　国会分館長）
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